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暑く長かった夏も過ぎ、あたり一面秋の気配。 

頭を垂れた稲穂がまるで黄色のじゅうたんを敷き 

つめたように、さわやかに吹き渡る秋風に波打っ 

ています。 

透きとおるような蒼空につつまれ、福智の山か 

ら、彦山川の川原から一歩一歩秋は深まっていき 

ます。 

59年 

No.2 6 1 

恒例の4保育所合同の体育のつどい、小中学校 

の体育会、統一秋祭り、町民文化祭とまさにスポ 

ーツ、文化の秋。 

10月1日からは共同募金運動が始まります。 

10月は 町県民税3期分・国民健康保険4期分 の納税月です 

、 

) 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

ノ 
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入荘のお年寄りと職員が一体となった老人ホーム天郷 

荘の敬老会は、 9 月18日に行われました。町長、助役、 

議長、副議長、厚生常任委員長も参加して、歌やおどり 

演芸と楽しく、なごやかに手づくりの敬老会を祝いまし 

た。 

ー“て‘いけち上うU'わいのちふうじ、ばんこ；～り 

赤池町祝長海いャ 
東 西 

香野 繁蔵（堀 田） 96 横 綱 92 高鶴 麟作（上小路） 

堀 辰野（石 松） 92 大 関 91 皆川 ョ子（常 福） 

皆」lI トモ（堀 田） 91 関 脇 91 桑野 ャス（市 津） 

山尾 力ッ（中町団地） 91 小 結 91 太田 久松（中 里） 

秋元ミクエ（車道 2 ) 91 前 頭 91 伊丹 ュキ（伏原1 ) 

太田アキノ（大久保） 91 91 白石 力ョ（慶寿園） 

安武 菊蔵（薬王寺） 91 90 藤田マッエ（大久保） 

今吉 トメ（南町2 ) 90 季照 90 三好 ウメ（猿 畑） ．ノ ‘―」 

太田 イト（薬王寺） 90 三牟 89 江頭ヲッョ（車道1 ) 

田口 勝（上里2 ) 89 夫些 89 吉田 テル（上小路） 
人月 

久原キヌエ（昭和町1 89 、三 89 甲下律次郎（東 町） 
年十 

加藤 トキ（草 場） 89 讐百 89 小田原イマ（高見台） 

梶原 リエ（中町団地） 89 士雲 89 永末 り辛吉（中町1 ) ~ 一 ’ ー ーー ー ー r 

片叱,白一・, I 、 ‘, ノ『，” 高鶴コハル（皿 山） 89 五六 89 太田ッ子ノ（上里1 ) 
I ~ ,r , ~ ~ ノ ーー 、 

大久保友吉（ 原 ） 88 境九 88 井ノロサッノ（下町2 ) 
荏歳 

太田マスエ（上里2 ) 88 竺或 88 山本 エミ（猿町1 ) 
葛り ト 

久原ソメノ（常 福） 88 埜長 88 杉本アサノ（8 の2 ) 
略7iよ 

鶴 ッル（伏原 3 ) 88 88 浦田 マテ（大 谷） 

木村 次男（猿畑1 ) 88 

醗二曹締ぢ 
こN'b悪か了 

赤二池町 敬老会 
のと き 確鰯糾511 1 tU寺ガ・ ら 

命 セにら；田麟I難難会 安富 

●‘泣'‘泣'i .P-‘犬：鍵薄年 l .11 311.1 J ).前 

（一生まれた人 

※ 例年‘レ。おり送,i犯ノぐスを 

〕雄fい『します。 

赤
池
町
の
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
 

千
四
百
六
十
一
人
で
、
総
人
口
に
対
す
る
割
合
 

は
十
四
・
七
％
と
、
全
国
平
均
の
九
・
九
％
を
大
 

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
数
は
、
毎
 

年
四
十
人
前
後
増
加
し
て
お
り
、
赤
池
町
は
、
若
者
 

が
少
な
く
、
お
年
寄
り
の
多
い
町
と
い
う
こ
と
に
な
 

り
ま
す
。
 

十
月
十
五
日
の
町
の
敬
老
会
を
前
に
、
町
内
の
九
 

十
一
歳
以
上
の
お
年
中
可
り
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。
明
 

／

 

治

、

 大正、 
昭
和
と
激
動
の
世
代
を
生
き
抜
い
て
こ
 

／
 

ら
れ
た
み
な
さ
ん
。
年
輪
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
 

ノノ 

と
感
じ
ま
し
た
。
 

／

ノ

 

香野 繁蔵加， 

子=7人、孫＝= 10人 

曽孫= 16人 

堀 辰野細② 

子=2人、孫= 12人 

曽孫= 11人 

町内最高齢者。4 

月に軽い病気をして、 

昨年よりはやや元気 

がありませんが、今 

でも毎日1合くらい 

のお酒を飲み、軽い 

散歩をされています。 

ぶどうや甘い物が 

好きとのことでした。 

（堀田） 
J 、 

血圧が少し高いほ 

かは、悪いところは 

なく、近くのお地蔵 

様におまいりするの 

が日課。 

体を動かすことが 

長寿の秘けつとか。 

昨年末はお孫さんの 

結婚式にも出席しま 

した。 （石松） 
、 

目が少し悪いほか 

はすこぶるお元気。 

体を使い体を鍛え 

たのが長寿の秘けつc 

今でもコツコツと仕 

事をされています。 

テレビは相撲や時 

代劇がお好きとか。 

（常福） 

伊丹 ユキえ（91) 

子=1人、孫=3 人 

曽孫一4 人 

現在、町立病院に 

入院されていますが 

何でも食べ、好き嫌 

いはなく、入院中の 

ほかの患者さんと話 

をするのが楽しみ、 

とおっしゃっていま 

した。 （伏原） 

太田アキノえ911 

子=6人、孫＝= 14人 

曽孫= 17人 

体を動かすことが 

長寿の秘けつ。耳も 

達者で、テレビも創 

作ものでなくニュー 

スやワイドショーな 

どを見られるそうで 

す。直方へも1人で 

行かれるほどお元気 

です。 （大久保） 

 ノ 、 

」、 

察 

皆川 トモ加り 

子=5人、孫= 14人 

曽孫= 14人 

体を動かすことが 

長寿の秘けつ。やわ 

らかいものなら好き 

嫌いなく何でも食べ 

るそうです。 

現在、慶寿園にお 

られますが、園芸の 

手伝いなどもされて 

います。猫が大好き 

とのこと。 （堀田） 

桑野 ヤス加り 

子=5人、孫＝=9人 

曽孫一9人 

耳が少し遠く、血 

圧が高く、現在、上 

野病院に入院されて 

います。 

自分のことは自分 

でされるそうで、間 

食もしなく、何でも 

食べられるそうです。 

（市津） 

 ノ 

山尾 力ツ細り 

子=7人、孫= 20人 

曽孫＝=29人 

耳が少し遠いほか 

は病気もせずとても 

お元気。暴飲、暴食 

をせず毎日規則正し 

い生活をするのが長 

寿の秘けつとか。 

何でも食べるけど 

特にコーヒーがお好 

きということでした。 

（中町団地） 

× 

太田 久松加1) 

子＝ニ6 人、孫＝ニ17人 

曽孫＝=21人 

酒、タバコを飲ま 

ず、甘い物をあまり 

食べないのが長寿の 

秘けつ。現在、上野 

病院に入院中ですが 

内臓関係は悪いとこ 

ろはないとのことで 

した。天ぷらが好物 

とのこと。 （中里） 

秋元ミクェ加1) 
子=6人、孫= 14人 

曽孫一9 人 

内臓が丈夫で寝た 

ことがないそうです。 

店の手伝いや家事と 

決った仕事なら今で 

もどんどんされてい 

ます。 

無欲で考え込まな 

いのが長寿の秘けつ 

とか。何でも食ベテ 

レビもよく見られま 

、す。 （車道2） ノ 
ノ 

白石 カョ加1) 

子=4人、孫= 11人 

曽孫= 13人 

現在、慶寿園にお 

られますが、大乗と 

いう仏教関係の月刊 

紙を毎月読まれてい 

ます。体操も毎日欠 

かさず、食事も何で 

も食べるそうです。 

テレビは時代劇やニ 

ュースをよく見るそ 

うです。 （中町） 

安武 菊蔵え91) 
1- = 5 人、孫= 15人 

曽孫＝= 13人 

腰もまっ直でとて 

も91歳とは見えませ 

ん。老人生きがい対 

策で陶器を作ってお 

られます。今でも団 

体旅行などに1人で 

参加されるそうです。 

タバコはやめたが酒 

は毎日1合くらい飲 

まれるそうです。 

（薬王寺） 
 ノ 、 J 

9
月
 15 

日
現
在
、
 
91 

歳
以
上
の
方
を
掲
載
し
ま
し
た
。
長
寿
第
2

位
の
 

上
小
路
、
高
鶴
麟
作
さ
ん
は
病
床
に
あ
り
、
取
材
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

× 
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み

ん

な

の

広

場

 

九
月
二
日
、
豊
前
市
民
体
育
 

館
で
直
方
・
鞍
手
、
嘉
飯
山
、
 

田
川
、
豊
前
・
京
築
地
区
の
小
 

学
生
以
上
三
百
五
十
人
が
参
加
 

し
た
第
十
回
筑
豊
地
区
少
年
空
 

手
道
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
体
協
少
年
空
手
道
部
か
ら
も
多
 

数
の
選
手
が
参
加
し
、
好
成
績
を
収
め
 

ま
し
た
。
 

赤
池
少
年
空
手
道
部
は
、
社
国
法
人
 

日
本
空
手
協
会
田
川
支
部
（
筑
豊
地
区
）
 

進
満
太
叶
師
範
の
分
会
で
、
六
年
前
か
 

馴 

ー一 一 轟 
ー 、皿 ~””“、’L, 

【練習を重ね、好成績を収めた体協赤池少年空手道部のみなさん】 

み

ん

な

 の

広

場

 

ら
旧
市
場
保
育
所
で
桜
井
新
一
さ
ん
を
 

は
じ
め
長
野
秀
幸
さ
ん
、
立
花
隆
慶
さ
 

ん
の
指
導
を
受
け
、
部
員
十
三
人
か
ら
 

発
足
、
現
在
は
四
十
数
人
の
部
員
が
い
 

ま
す
。
 

こ
の
大
会
で
は
、
桜
井
先
生
の
基
本
 

第
一
の
指
導
方
針
に
よ
り
、
寒
げ
い
「
」
 

な
ど
の
特
訓
に
耐
え
た
少
年
道
士
が
大
 

活
躍
。
全
員
三
回
戦
以
上
に
進
出
と
い
 

う
好
戦
績
を
上
げ
、
父
兄
の
み
な
さ
ん
 

も
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
 

出
場
選
手
と
成
績
は
次
の
と
お
り
で
 

陸
上
◆
野
球
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
優
勝
 

第
 
23
 

回

郡

民

体

育

大

会

 

七
月
十
五
日
、
二
十
二
日
お
よ
び
八
 

月
十
九
日
の
三
日
間
、
第
二
十
三
回
田
 

川
郡
民
体
育
大
会
が
、
赤
小
学
校
を
、
 

主
会
場
に
郡
内
の
各
施
設
で
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

こ
れ
は
田
川
郡
社
会
体
育
振
興
協
会
 

主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
大
会
で
、
 

赤
池
か
ら
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
 

柔
道
、
相
撲
、
水
泳
を
除
い
た
十
種
目
 

に
参
加
、
総
合
で
は
六
位
の
成
績
で
し
 

た
が
、
青
年
パ
ワ
ー
で
陸
上
が
総
合
優
 

勝
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
五
年
ぶ
り
に
種
 

目
別
優
勝
、
野
球
も
三
年
ぶ
り
二
度
目
 

~ リ 
1
I
、
 

フ戸 巨｝ 写 
ミ 

『 
、 

、 

I 

ミ 

8 月10日、午後7時から町民会館で× 

会員10人によりカラ-156 点、モノク 

ロ12 点の合評をしました。 

1 席：坂元 孝喬 「暮 色」 

2 席：三宅 嘉一 「夏の日」 

3 席：高瀬昭一郎 「タマの墓」 

4 席：光井 英一 「ポートレート」 

5 席：戸塚栄太郎 「ね こ」 

の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
 

各
種
目
の
三
位
ま
で
の
成
績
は
次
の
 

と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
、
〇
内
順
位
）
 

【
陸
上
ー
総
合
一
位
、
青
年
男
子
・
女
 

子
一
位
、
 

一
般
女
子
三
位
、
 

一
般
男
子
 

五
位
】
 

〇
走
幅
飛
び
廿
①
長
崎
弘
子
〇
走
高
 

飛
び
廿
①
川
上
富
士
子
〇
走
幅
飛
び
廿
 

②
川
上
富
士
子
〇
二
百
H
廿
③
長
崎
弘
 

子
〇
四
百
H

リ
レ
ー
廿
①
石
橋
久
子
、
 

長
崎
弘
子
、
今
村
佳
代
、
川
上
富
士
子
 

〇
三
種
競
技
廿
①
沼
口
康
之
〇
八
百
H
 

7
月
例
会
2
席
 

三
宅
嘉
一
さ
ん
己
少
女
B

し
 

す。 

（
敬
称
略
〕
 

▽
小
学
一
年
、
三
年
の
部
ー
木
村
竜
児
 

篠
崎
敏
幸
、
坂
田
早
苗
、
折
口
真
、
長
 

野
秀
裕
（
組
手
一
位
）
▽
小
学
四
年
の
 

部
廿
山
田
哲
也
、
立
花
浩
一
、
立
花
直
 

樹
、
宮
原
久
幸
▽
小
学
六
年
の
部
廿
平
 

川
清
、
木
村
大
次
郎
、
高
林
直
記
、
田
 

中
英
行
、
長
野
士
郎
（
組
手
一
位
お
よ
 

い
か
白
 

昭
和
五
十
九
年
八
H
十

九

H

 

於
 

英
彦
山
豊
前
坊
 

蔵
本
は
る
の
女
 

み
ぎ
は
句
会
発
足
以
来
七
カ
月
目
、
 

池
田
一
歩
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
に
順
 

調
に
回
を
重
ね
る
こ
と
七
回
。
 

英
彦
山
の
坊
の
中
で
も
豊
前
坊
は
、
 

特
に
秋
が
早
い
。
霧
も
ま
た
深
い
こ
と
 

も
有
名
な
の
だ
が
、
こ
の
日
は
霧
は
湧
 

か
な
か
っ
た
。
 

夏
越
祭
の
芽
の
輪
が
、
高
住
神
社
の
 

燈
の
か
、
り
に
残
っ
て
い
た
。
 

今
川
の
水
源
も
こ
こ
の
燈
の
脇
に
あ
 

る
が
、
平
素
な
ら
ば
滴
り
落
ち
て
い
る
 

の
が
間
遠
に
水
滴
の
音
を
た
て
る
。
 

豊
前
坊
と
い
え
ば
橡
の
大
樹
も
俳
人
 

仲
間
で
は
唯
知
ら
ぬ
者
も
な
い
位
だ
。
 

橡
の
実
の
や
や
色
づ
い
て
大
き
な
葉
 

蔭
よ
り
丸
味
を
見
せ
て
い
る
。
橡
の
木
 

の
下
に
平
ら
な
句
碑
が
あ
る
。
 

「
橡
の
実
の
つ
ぶ
て
下
風
や
豊
前
坊
」
 

杉
田
久
女
の
代
表
句
の
ー
つ
で
あ
る
。
 

後
ひ
と
月
も
す
れ
ば
こ
の
橡
の
実
が
音
 

を
立
て
て
落
ち
る
だ
ろ
う
。
参
拝
者
の
 

リ
レ
ー
廿
①
岩
田
誠
、
田
中
浩
二
、
矢
 

津
田
恵
輔
、
池
田
尚
〇
砲
石
投
げ
廿
①
 

中
村
修
二
〇
百
H
廿
①
矢
津
田
恵
輔
〇
 

四
百
肩
①
池
田
尚
〇
四
百
H
廿
②
岩
田
 

誠
〇
五
千
H
廿
②
池
田
尚
〇
走
幅
飛
び
 

廿
②
坂
田
美
代
子
〇
走
高
飛
び
廿
③
坂
 

田
美
代
子
〇
六
十
H
廿
③
平
元
久
子
〇
 

四
百
H

リ
レ
ー
廿
③
平
元
久
子
、
水
上
 

幸
美
、
坂
田
美
代
子
、
木
田
静
香
〇
砲
 

石
投
げ
廿
③
平
元
久
子
〇
一
万
H
廿
②
 

水
上
則
安
 

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
廿
総
合
一
位
】
 

〇
一
般
男
子
廿
一
位
、
藤
田
数
之
⑧
、
 

早
野
孝
宏
、
森
啓
介
、
中
村
良
之
〇
一
 

般
女
子
廿
一
位
、
早
谷
喜
久
雄
⑧
、
山
 

形
瑞
枝
、
芹
川
良
江
、
蔭
西
由
里
子
〇
 

壮
年
男
子
廿
四
位
、
富
永
登
名
夫
⑧
、
 

松
本
義
雄
、
日
高
一
雄
、
世
良
直
治
 

「
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
廿
一
般
女
子
二
位
】
 

太
田
博
視
⑧
、
定
宗
真
理
子
、
太
田
幸
 

子
、
水
上
幸
美
、
長
谷
川
契
子
、
福
原
 

俊
子
、
星
月
末
子
、
川
村
ち
ず
子
、
吉
 

田
由
美
、
小
笹
砂
代
、
高
林
悦
子
 

【
庭
球
廿
一
般
男
子
二
位
】
 

安
武
保
晴
、
中
川
邦
弘
 

【
野
球
廿
一
位
】
 

田
中
近
⑧
、
久
原
重
海
①
、
大
森
正
信
 

梶
原
孝
行
、
桑
野
憲
明
、
村
上
博
美
、
 

藤
田
誠
、
矢
津
田
恵
輔
、
山
内
節
夫
、
 

日
高
勝
幸
、
市
川
英
次
、
長
谷
川
賢
一
一
 

山
本
克
弘
、
長
谷
川
哲
也
、
桑
野
和
義
 

原
義
政
、
中
村
博
樹
、
桑
野
清
音
、
桑
 

野
茂
、
田
中
勝
男
、
村
上
修
一
 

け
 

び
団
体
組
手
、
形
一
位
）
▽
中
学
一
年
 

の
部
廿
山
根
潤
太
郎
▽
中
学
二
年
の
部
 

廿
田
中
勝
弘
、
田
中
勝
彦
（
組
手
の
部
 

三
位
）
▽
中
学
三
年
の
部
廿
高
林
剣
一
 

（
組
手
の
部
二
位
、
団
体
組
手
一
位
）
 

▽
一
般
の
部
井
木
村
計
一
郎
 

け
 

かv
‘、春v
'v
一y
'v
一v
ムv
お
 

口

か

ら

寒

い

と

い

う

言

葉

さ

え

聞

く

位

 

に

、

秋

冷

が

一

際

き

び

し

い

ー

と

日

だ

 

っ
た
。
 

⑥

は

特

選

 

＠
白
も
ま
た
秋
を
す
す
め
元
さ
び
た
 

日
焼
と
は
青
春
に
こ
そ
真
白
き
歯
 

橡
の
実
の
秋
を
感
じ
て
を
り
し
色
 

澄
む
こ
と
の
出
来
ぬ
ま
で
水
源
洞
れ
て
 

残
暑
来
て
英
彦
路
の
冷
々
に
逢
ひ
に
け
り
 

⑥
橡
の
実
の
花
の
ほ
ど
に
は
稔
ら
ざ
り
 は

る
の
女
 

橡
の
実
の
秋
を
せ
か
せ
る
色
と
な
り
 

坊
の
秋
紫
陽
花
の
色
ま
だ
盛
り
 

雨
 

亭
 

襖
川
と
て
も
早
を
ま
ぬ
が
れ
ず
 

こ
れ
が
そ
の
座
禅
石
か
や
峰
の
秋
 

橿
一
歩
ご
と
に
秋
冷
纏
ひ
来
る
 

雨
乙
ひ
を
兼
ね
て
の
旅
の
英
彦
詣
で
 桜

ン

坊

 

瑠
璃
揚
羽
来
て
舞
ふ
赫
宜
の
控
へ
室
 ひ

さ

し

 

御
手
洗
の
秋
水
と
し
て
あ
ふ
れ
丙
し
 

英
彦
に
鳴
く
み
ん
く
蝉
の
声
高
に
 

み
ん
く
の
つ
れ
鳴
き
を
し
て
豊
前
坊
 

秋

風

子

 

ノ 

、
】
v
い
田
印
、
飼
v
い
N
v
研、Nv
“
ト
 

'
 

七
 

t
 

t
 

!
 

ヤ
 

?
 

ヤ
 

ヤ
 

t
 ' 

‘、 ‘ 

⑨
日
焼
せ
ぬ
旅
を
約
束
雲
湧
い
て
 

爽
や
か
探
し
当
て
た
る
座
禅
石
 

こ
の
雲
が
喜
雨
を
も
た
ら
す
か
も
知
れ
ず
 

千

恵

女

 

ど
の
組
も
子
供
中
心
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
 

大
橡
の
新
秋
の
風
吹
き
た
た
せ
 

神
杉
の
空
新
秋
の
”
苫
ん
で
 

駒
 

女
 

⑨
水
源
の
英
彦
に
も
及
ふ
早
か
な
 

句
碑
の
辺
の
橡
の
一
枝
初
紅
葉
 

木
漏
日
の
躍
ら
せ
て
を
り
夏
木
立
 

昭
 

女
 

神
苑
の
英
語
案
内
小
瑠
璃
鳴
く
 

⑨
英
彦
山
の
秋
草
に
逢
ふ
楽
し
み
も
 

蝉
の
声
ま
で
澄
ん
で
を
り
英
彦
も
奥
 

キ
ャ
ン
プ
終
へ
た
る
荷
物
ら
し
鍋
さ
げ
て
 

新
涼
や
坊
守
歯
切
れ
よ
く
返
答
 

黄
鶏
の
来
て
み
る
朝
の
間
豊
前
坊
 

選

者

吟

 

山
坊
の
霧
に
紫
陽
井
遺
り
咲
き
 

白
秋
や
英
彦
の
暮
し
は
垣
結
は
ず
 

吹
き
起
る
橡
の
風
音
坊
の
秋
 

つ

れ

つ

れ

に

 

聖
 

子
 

野
 

火
 

一 

歩
 

⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

朝
蝉
の
歩
の
気
配
ふ
と
声
ひ
そ
む
 

日
の
落
ち
て
し
ば
し
野
路
歩
す
夏
深
し
 

戸
を
く
れ
ば
明
け
の
大
気
に
秋
ぞ
立
つ
 

里
人
の
踊
の
供
養
広
間
に
輪
 

老
齢
の
ホ
ー
ム
の
小
普
請
酷
暑
過
ぐ
 

下
屋
出
し
て
廊
下
の
拡
張
残
暑
な
か
 

冷
房
効
く
震
へ
胸
部
の
透
視
写
る
 

新
涼
や
犬
と
散
歩
の
人
と
会
ふ
 

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
4
 
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
 
ト
け
ト
ぐ
ぐ
ぐ
け
 

J
 
平

緒

 
智

子

さ

ん

 

'
 

七
 '

 
ヤ
 '

 
t
 

t
 ' t

 
で
 

?

 ヤ
 ' '

 
,
 ' 
t
 ' 

t
 '

 
ヤ
 

（
内
田
歯
科
医
院
歯
科
衛
生
士
）
 

‘
・
ト
4

ト
4

ト
4

ト
4

ト
・
 

・
ト
4

ト
4

ト
（
ト
け
ト
4

ト
4

ト
4
 

今
年
三
月
、
歯
科
衛
生
士
の
学
校
 

を
卒
業
し
て
、
内
田
歯
科
医
院
に
勤
 

務
し
て
い
ま
す
。
 

ま
だ
噴
れ
な
く
、
先
生
に
叱
ら
れ
 

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
受
付
、
診
療
 

と
忙
し
い
毎
日
で
す
。
 

浜
田
省
吾
の
フ
ァ
ン
で
ロ
ッ
ク
音
 

楽
を
聞
い
た
り
、
旅
行
や
ド
ラ
イ
ブ
 

が
趣
味
と
い
う
明
る
い
お
嬢
さ
ん
。
 

昭
和
三
十
九
年
十
月
十
八
日
生
れ
 

の
二
十
歳
。
現
在
、
方
城
町
か
ら
通
 

勤
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

'
 

で
 

で
 '

 
t
 '

 
七
 '

 
七
 '

 
t
 '

 
七
 '

 
t
 '

 
t
 '

 
t
 '

 
ヤ
 '

 
t
 '

 
で
 '

 
t
 

I
 

t
 

ノ
 

t
 

I
 

t
 

》
 

t
 

?
 

t
 

!
 

で
 

ぐ
 

ト
4

ト
・
ト
4
 

・
ト
4
 

（
ト
考
ト
，
ト
け
ト
（
ト
け
 

4
ト
，
ト
け
ト
け
ト
4
h
 

お
め
で
と
う
“
【
 

剣
道
初
段
合
格
 

八
月
二
十
六
日
、
飯
塚
市
近
畿
大
学
 

工
学
部
体
育
館
で
、
筑
豊
地
区
夏
季
剣
 

道
昇
段
審
査
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

二
百
二
十
数
人
が
参
加
、
合
格
率
七
 

士

ニ
パ
ジ
ト
で
し
た
が
、
初
段
の
部
で
赤
 

池
中
学
校
か
ら
次
の
四
人
が
受
審
し
、
 

【
み
ご
と
初
段
に
合
格
し
た
 

四
人
の
み
な
さ
ん
】
 

全
員
合
格
し
ま
し
た
。
 

稲
垣
登
一
 

（
大
和
町
）
、
原
田
種
史
 

（
山
崎
）
、
田
中
祐
一
 

（
高
尾
）
、
沢
 

井
秀
孝
（
花
園
）
 
【
敬
称
略
】
 

害
・
 

、
 

、 

”・ーJ
加
 

.
 

,f
 

赤い羽根 
共同募金 

10月1日～12月31日 

日
 

の
 

防
 

予
 

ん
 

が
 

4
よ

 
日
 

25 月
 

毎
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災
害
危
険
力
所
 

を
現
地
調
査
 

九
月
十
九
日
か
ら
ニ
ト
六
日
ま
で
の
 

間
に
、
町
で
は
、
赤
池
町
内
全
地
域
の
 

災
害
危
険
力
所
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
 

し
た
。
 

こ
れ
は
、
現
在
、
被
災
力
所
と
な
っ
 

て
い
る
と
こ
ろ
、
ま
た
、
災
害
の
恐
れ
 

の
あ
る
と
こ
ろ
、
ま
た
、
今
ま
で
に
陳
 

情
や
請
願
な
ど
の
要
望
の
あ
っ
て
い
た
 

と
こ
ろ
を
対
象
に
調
査
し
、
今
後
の
行
 

政
の
ー
つ
の
課
題
と
し
て
、
防
災
関
係
 

事
業
の
適
確
な
把
握
と
赤
池
町
の
総
合
 

基
本
計
画
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
求
め
 

る
手
掛
り
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
 

調
査
は
、
町
長
、
助
役
、
収
入
役
、
各
 

課
課
長
で
行
わ
れ
、
浸
水
、
ガ
ケ
く
ず
 

れ
、
老
朽
た
め
池
、
水
路
浸
蝕
、
土
砂
 

雨
水
流
出
、
亀
裂
、
地
盤
沈
下
な
ど
、
 

合
計
三
十
七
カ
所
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
 

、
●
、
町
●
、
、
町
●
町
、
町
、
回
，
面
、
町
、
．
.
 

、
、
，
、
，
」
、
，
、
，
、
、
、
、
，
，
、
，
・
，
，
、
，
、
，
、
、
・
、
，
、
．
,
.
,
，
、
，
，
町
，
町
，
，
、
」
、
、
、
，
、
、
、
，
 

・
 

hI ，一 
一
一
！
 

戸
 

一
一
一
 

一
」
 

一
】
 

一
一
 

一
「
 

一
II 

一一一 
一
11 

一一一一 

一一一 
h
I
 可一 '

 

!
!
 

？
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‘
一
 
・
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・
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 一

「

 

一一一 
一
一
 

一
！
 
一
・
 

一
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町
内
の
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
、
赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
広
報
 

あ
か
い
け
の
内
容
を
録
音
テ
ー
プ
に
入
れ
た
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
、
無
料
で
 

目
の
不
自
由
な
方
の
自
宅
へ
届
け
る
制
度
を
始
め
ま
し
た
。
 

目

＊

の

＊

不

＊

自

＊

由

＊

な

＊

方

＊

 へ
 

『
声
の
広
報
紙
』
を
お
届
け
し
ま
す
 

こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
方
の
協
力
で
、
目
の
不
自
由
な
方
へ
 

も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
十
月
号
か
ら
初
め
て
い
 

ま
す
、
毎
月
十
日
頃
に
は
、
そ
の
月
の
分
が
届
け
ら
れ
ま
す
。
 

申
し
込
み
は
、
赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
合
四
六
四
六
）
 

ザ
、
、
‘
●
…
 

・
、
・
・
、
‘
‘
面
・
、
、
‘
・
、
、
叫
、
、
、
、
、
・
、
、
、
・
、
‘
、
、
、
、
…
 
、
‘
、
・
、
、
・
、
、
、
、
』
 

苦
し
み
を
 
あ
な
た
に
 

引
き
こ
む
 
そ
の
一
滴
 

一
度
だ
け
の
つ
も
り
が
常
用
者
に
 

暴
力
団
の
資
金
源
で
あ
る
覚
せ
い
剤
が
、
巧
妙
な
手
ロ
で
わ
た
し
た
ち
 

の
生
活
に
浸
透
し
、
個
人
を
、
家
庭
を
、
そ
し
て
社
会
を
脅
か
し
て
い
ま
 

す
。
そ
し
て
、
覚
せ
い
剤
の
中
毒
者
に
よ
る
発
作
的
な
凶
悪
犯
罪
を
は
じ
 

め
、
覚
せ
い
剤
を
一
界
つ
お
金
欲
し
さ
か
ら
窃
盗
や
恐
喝
を
行
う
な
ど
、
さ
 

ま
ざ
ま
な
犯
罪
や
事
故
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
 

一
 

福
岡
県
の
覚
せ
い
剤
 

覚
せ
い
剤
は
ど
ん
な
 

汚
染
の
実
態
は
っ
・
 

方
法
で
近
づ
い
て
き
ま
す
か
っ
 

福
岡
県
内
の
覚
せ
い
剤
犯
罪
検
挙
人
 

員
は
、
五
十
七
年
は
、
千
三
百
五
十
三
 

人
で
す
。
筑
豊
地
区
は
県
下
で
一
番
多
 

く
、
人
口
二
千
五
百
人
に
一
人
の
割
合
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
覚
せ
い
剤
の
潜
在
使
用
者
は
検
 

挙
者
の
十
、
二
十
倍
と
も
言
わ
れ
て
い
 

【
ガ
ケ
く
ず
れ
な
ど
の
町
内
災
害
危
険
 

ま
す
。
 

一
方
、
シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
は
相
 

力
所
を
現
地
調
査
す
る
池
永
町
長
、
 

変
ら
ず
増
え
て
お
り
、
覚
せ
い
剤
使
用
 

日
野
助
役
、
池
永
収
入
役
、
各
課
課
長
】
 

者
の
予
備
軍
的
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

議会だより 

、？ 

) 
、 

八

月

六

日

と

九

月

十

二

日

に

そ

れ

ぞ

れ

一

日

間

の

会

 

期

で

臨

時

議

会

が

開

か

れ

、

河

川

敷

グ

ラ

ウ

ン

ド

の

 

整

備

工

事

二

件

、

公

営

住

宅

建

設

工

事

四

件

な

ど

の

 

議
案
が
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
河
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

第
8

回
八
月
臨
時
町
議
会
 

⑥
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
 

昭
和
五
十
九
年
度
特
定
地
域
関
発
就
 

労
事
業
、
山
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
 

お
よ
び
、
同
事
業
の
大
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

整
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
 

て
、
七
月
二
十
六
日
付
け
で
専
決
処
分
 

さ
れ
て
い
た
の
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
山
崎
、
大
浦
地
区
の
彦
山
 

×
 

川
河
敷
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
作
る
も
の
で
 

山
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
香
月
 

建
設
が
落
札
、
大
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
 

い
て
は
小
正
建
設
が
落
札
し
、
そ
れ
ぞ
 

れ
二
月
十
四
日
ま
で
の
工
期
で
工
事
が
 

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

第
9

回
九
月
臨
時
町
議
会
 

⑥
昭
和
五
十
九
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
 

特
別
会
計
補
正
予
算
 

昭
和
五
十
八
年
度
に
支
払
基
金
か
ら
 

概
算
で
交
付
さ
れ
て
い
た
交
付
金
が
確
 

●10月6日 

山笠自主連行 

のど自慢大会 
ノ午後7時半から 、 
、同和対策中央研修所ノ 

●10月7日 

山笠競演 

（町民会館前） 

山笠共同運行 

ノ
 

覚
せ
い
剤
は
暴
力
団
の
有
力
な
資
金
 

源
で
す
。
暴
力
団
は
あ
な
た
の
身
近
な
 

人
を
う
ま
く
使
っ
て
あ
な
た
を
誘
惑
し
 

ま
す
。
こ
の
薬
を
打
て
ば
、
 

〇
眠
け
が
と
れ
て
ス
ッ
キ
リ
す
る
。
 

〇
疲
れ
が
す
ぐ
と
れ
る
。
 

〇
無
理
な
く
や
せ
ら
れ
る
。
 

〇
と
て
も
精
力
が
つ
く
。
 

な
ど
の
甘
い
誘
惑
で
あ
な
た
を
ひ
き
 

つ
け
ま
す
。
 
一
度
た
め
し
て
み
た
ら
の
 

定
し
た
の
で
精
算
の
た
め
補
正
予
算
が
 

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
特
 

別
会
計
予
算
は
総
額
五
億
三
千
二
百
六
 

十
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

⑥
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

昭
和
五
十
九
年
度
公
営
住
宅
建
設
事
 

業
「
上
の
原
第
二
団
地
建
設
工
事
」
 
の
 

第
一
工
区
か
ら
第
四
工
区
ま
で
四
件
の
 

工
事
予
定
価
格
が
い
ず
れ
も
三
千
万
円
 

を
下
ら
な
い
た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
 

し
た
。
 

第
一
工
区
に
つ
い
て
は
、
立
花
組
、
 

第
二
工
区
は
高
林
建
設
、
第
三
工
区
は
 

酒
井
組
、
第
四
工
区
に
つ
い
て
は
平
川
 

建
設
が
落
札
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
月
二
十
 

八
日
ま
で
の
工
期
で
工
事
が
行
わ
れ
ま
 

す。 

言
葉
に
は
ご
用
心
グ
そ
の
一
度
が
命
と
 

り
に
な
り
ま
す
。
 

覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
の
 

相
談
窓
口
は
あ
り
ま
す
か
っ
 

●
覚
せ
い
剤
に
関
す
る
相
談
は
 

①
ホ
ワ
イ
ト
テ
レ
ホ
ン
（
県
警
）
 

呑
0
9
2

(
6
4
1

)
4
4
4
4
 

②
九
州
地
区
麻
薬
取
締
官
事
務
所
 

か
0
9
2

(
4
7
2

)
2
3
3
1
 

③
福
岡
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
地
方
本
 

部
（
県
衛
生
部
薬
務
課
内
）
 

か
0
9
2

(
6
5
1

)
1
1
1
1
 

●
シ
ン
ナ
ー
に
関
す
る
相
談
は
 

①
直
鞍
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
 

か
0
9
4
9
2

(2

)
0
1
8
0
 

②
飯
塚
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
 

くこぷ些にマ 
ニメ、女ど 

にぐ」~・一一’ か 
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2

8
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え
二
●
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l 

夏
季
に
多
い
 

皮
膚
病
と
皮
膚
異
常
②
 

⑧
わ
き
が
廿
肢
臭
症
・
ァ
ポ
ク
リ
ン
 

汗
腺
か
ら
出
る
汗
が
、
わ
き
の
下
な
 

ど
に
い
る
皮
膚
表
在
菌
に
よ
っ
て
分
 

解
さ
れ
特
殊
な
悪
臭
を
生
じ
る
。
軽
 

症
の
人
は
少
々
工
夫
さ
れ
る
と
よ
く
 

な
り
ま
ま
。
 

遺
伝
の
素
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。
 

〇
水
虫
の
話
 

俗
に
い
う
水
虫
（
汗
庖
状
白
癖
）
 

は
、
高
温
多
湿
の
環
境
（
例
え
ば
長
 

時
間
の
靴
は
き
）
が
糸
状
菌
の
絶
好
 

な
棲
息
地
で
す
。
菌
な
し
で
は
水
虫
 

は
で
き
ず
。
根
治
法
は
、
ま
ず
白
癖
 

菌
の
確
認
が
先
決
、
そ
れ
か
ら
根
気
 

の
い
る
治
療
で
す
。
夏
季
ば
か
り
で
 

な
く
、
涼
し
い
秋
頃
も
治
療
が
必
要
。
 

〇
と
び
ひ
（
伝
染
性
膿
痴
疹
）
と
 

お
で
き
（
毛
の
う
炎
・
せ
つ
）
の
話
 

皮
膚
表
面
は
防
衛
装
置
と
し
て
酸
 

性
膜
に
お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。
汗
を
 

か
く
こ
と
に
よ
り
ア
ル
カ
リ
性
に
傾
 

き
、
皮
膚
表
在
菌
の
活
動
が
高
ま
る
。
 

主
な
皮
膚
表
在
菌
は
ブ
ド
ウ
球
菌
、
 

レ
ン
サ
球
菌
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
菌
 

と
皮
膚
酸
性
度
の
破
綻
に
よ
り
、
お
 

10ー 
月 

一
」
よ
み
 

と
 

行

事

 

1
日
（
月
）
 

共
同
募
金
始
ま
る
、
法
の
 

日
、
労
働
衛
生
の
日
、
麻
 

薬
・
覚
せ
い
剤
禍
撲
滅
運
 

動
月
間
、
高
年
齢
者
雇
用
 

促
進
月
間
、
里
親
月
間
 

6
日
（
土
）
 

秋
祭
り
、
の
ど
自
慢
大
会
 

8
日
（
月
）
 

9
日
（
火
）
 

命
縛
歎
）
 

乳
児
保
育
相
談
（
m
誘
薪
謙
 

婦
人
セ
ミ
ナ
ー
（
躍
飴
）
 

寒
露
 

10 

日
（
水
）
 

上
野
・
市
場
小
体
育
会
 

体
育
の
日
 

~．ノ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
如
磁
球
暴
時
）
 

違
反
建
築
防
止
週
間
 

12 

日
（
金
）
 

養
命
大
学
（
躍
飴
）
 

14 

日
（
日
）
 

行
政
相
談
週
間
 

17
 

日
（
水
）
 

薬
と
健
康
の
週
間
 

18 

日
（
木
）
 

三
種
混
合
（
喫
鷺
線
讐
 

統
計
の
日
 

21 

日
（
日
）
 

第
 17 

回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
大
会
（
m
鷺
“
ウ
ノ
ト
ほ
か
）
 

婦
人
労
働
旬
間
 

23 

日
（
火
）
 

婦
人
セ
ミ
ナ
ー
（
躍
飴
）
 

24
 

日
（
水
）
 

解
放
講
座
（
無
群
聖
 

25 

日
（
木
）
 

生
ワ
ク
チ
ン
（
叫
麟
鎚
）
 

26 

日
（
金
）
 

養
命
大
学
（
驚
銘
）
 

27 

日
（
土
）
 

読
書
週
間
 

28 

日
（
日
）
 

第
 15 

回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
 

ン
大
会
（
臨
麟
ら
市
場
小
）
 

30 

日
（
火
）
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
駕
隊
線
時
）
 

”一 

rー
ー
 

リ
L
→
リ
l
→
リ
‘
t
d
り
‘
、
M
）
リ
ー
』
一
 

I
．
ン
ー
、
・
川
ー
 
、
ニ
ー
、
二
 

で
き
や
と
び
ひ
が
で
き
や
す
い
。
特
 

に
全
身
抵
抗
力
が
弱
っ
た
時
に
感
染
 

が
起
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

〇
湿
疹
・
か
ぶ
れ
の
話
 

外
因
的
の
要
素
が
強
く
、
外
か
ら
 

の
刺
激
に
よ
っ
て
お
こ
る
か
ぶ
れ
（
 

接
触
皮
膚
炎
）
は
そ
の
接
触
原
因
を
 

取
り
除
け
ば
寛
解
す
る
。
（
時
計
の
バ
 

ン
ド
・
ウ
ル
シ
・
指
環
・
イ
ヤ
リ
ン
 

グ
・
メ
ガ
ネ
・
下
着
な
ど
）
。
内
因
的
 

に
湿
疹
を
起
こ
し
や
す
い
体
質
の
人
 

が
い
ま
す
。
勿
論
こ
の
場
合
も
外
因
 

的
な
刺
激
や
気
温
の
変
化
が
関
係
し
 

て
い
る
。
湿
疹
す
べ
て
が
夏
季
に
多
 

い
よ
う
で
す
が
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
 

炎
の
よ
う
な
場
合
は
皮
脂
腺
や
汗
腺
 

の
働
き
が
低
下
し
て
い
て
、
皮
脂
や
 

汗
の
分
泌
が
少
な
い
た
め
に
冬
に
は
 

皮
膚
が
乾
そ
う
し
て
カ
サ
カ
サ
に
な
 

り
、
俸
み
を
生
じ
掻
把
に
よ
り
悪
化
 

す
る
。
食
品
に
気
を
つ
け
る
こ
と
も
 

大
事
で
す
。
 

〇
日
光
疹
（
日
光
皮
膚
炎
・
日
光
紅
 

斑
）
ー
内
因
的
に
は
遺
伝
的
な
素
因
 

の
あ
る
人
、
肝
疾
患
で
機
能
が
悪
い
 

場
合
、
ビ
タ
ミ
ン
民
欠
会
の
時
、
更
 

年
期
の
卵
単
の
働
き
が
悪
い
時
、
薬
 

剤
内
服
や
食
品
に
よ
っ
て
も
お
こ
る
 

こ
と
あ
り
、
外
因
的
に
外
用
薬
使
用
 

ク
リ
ー
ム
化
粧
品
な
ど
に
よ
っ
て
起
 

っ
て
く
る
人
も
お
り
ま
す
。
原
因
物
 
‘ 

質
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
た
い
て
い
克
 

服
で
き
ま
す
。
 

お
わ
り
 

マ 

（
町
立
病
院
内
科
医
長
 
林
先
生
）
与
 

は 「交通事故ゼ口県民の日」 日
 

1
 

月
 

毎
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国
保
制
度
の
内
容
が
変
わ
り
ま
す
 

●
 
・
 

●
 

●
 
．
 

●
 
●
 

●
 
●
 

●
 
●
 
●
 
●
 

●
 
●
 

八
月
七
日
、
健
康
保
険
法
の
改
正
案
が
国
会
で
成
立
し
、
十
月
一
日
か
 

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
れ
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
内
容
も
変
更
さ
れ
、
高
額
療
養
 

制
度
の
内
容
が
変
わ
り
、
退
職
者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
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勤
め
人
〇
・
B

は
退
職
者
医
療
制
度
へ
 

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
会
社
や
 

役
所
、
団
体
、
学
校
な
ど
に
永
年
勤
め
 

て
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
七
十
歳
未
満
 

の
人
、
お
よ
び
そ
の
家
族
は
、
昭
和
五
 

十
九
年
十
月
一
日
か
ら
、
医
療
に
つ
い
 

て
は
退
職
者
医
療
制
度
と
い
う
新
ら
し
 

国
民
年
金
 

く
で
き
た
医
療
制
度
に
移
り
、
そ
の
被
 

保
険
者
、
扶
養
家
族
と
し
て
診
療
を
受
 

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
保
険
税
は
従
来
ど
お
り
国
保
 

に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
七
十
歳
に
達
す
る
と
老
人
保
 

健
に
移
り
ま
す
。
 

被
保
険
者
（
退
職
者
医
療
制
度
の
 

加
入
者
）
は
 

⑧
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
（
国
家
・
地
 

方
公
務
員
、
公
共
企
業
体
職
員
、
農
 

村
漁
業
団
体
職
員
、
私
学
教
職
員
の
 

五
共
済
組
合
）
、
船
員
保
険
の
各
年
 

金
制
度
か
ら
老
齢
年
金
ま
た
は
退
職
 

年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
。
 

⑧
以
上
の
年
金
制
度
へ
四
十
歳
以
後
に
 

十
年
以
上
加
入
し
て
い
て
通
算
老
齢
 

年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
。
 

被
保
険
者
の
扶
養
家
族
は
 

⑤
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配
偶
者
（
 

内
縁
関
係
を
含
む
）
お
よ
び
子
、
孫
 

、

？

 

こ
ん
な
と
き
…
・
・
・
 

こ
ん
な
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
 

受けられる年金の種類 

●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 

弟
妹
で
、
被
保
険
者
と
同
居
し
主
と
 

し
て
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
 

活
し
て
い
る
人
。
 

⑧
被
保
険
者
の
三
親
等
内
の
親
族
で
、
 

被
保
険
者
と
同
居
し
、
主
と
し
て
被
 

保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
活
し
て
 

い
る
人
。
 

⑥
被
保
険
者
と
内
縁
関
係
に
あ
る
配
偶
 

者
の
父
母
お
よ
び
子
で
、
被
保
険
者
 

と
同
居
し
、
主
と
し
て
被
保
険
者
の
 

収
入
に
よ
っ
て
生
活
を
維
持
し
て
い
 

る
人
。
 

お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
 

現
在
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
 

証
と
退
職
被
保
険
者
等
証
明
書
を
持
参
 

し
、
診
療
を
受
け
ま
す
。
 

そ
の
と
き
次
の
よ
う
に
自
己
負
担
金
 

を
支
払
い
ま
す
。
 

被
保
険
者
 

医
療
費
の
ニ
割
を
負
 

担
し
ま
す
。
 

扶
養
家
族
 

入
院
の
場
合
二
割
o
 

通
院
の
場
合
三
割
を
負
担
し
ま
す
o
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高
額
療
養
費
は
ど
ん
な
 

場
合
に
支
給
さ
れ
る
か
 

国
自
己
負
担
が
 

5
万
1
千
円
以
上
の
場
合
 

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
一
人
、
 

ー
カ
月
、
 

一
つ
の
病
院
に
つ
い
て
五
 

万
一
千
円
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
 

え
た
分
は
国
保
が
負
担
し
ま
す
。
 

た
だ
し
、
低
所
得
者
（
住
民
税
非
 

課
税
世
帯
）
に
つ
い
て
は
三
万
円
で
 

す。 
図
月
に
自
己
負
担
三
万
円
以
上
 

が
ニ
回
以
上
の
場
合
 

同
一
月
、
同
一
世
帯
に
医
療
費
の
 

自
己
負
担
額
が
三
万
円
（
低
所
得
者
 

国
民
年
金
は
、
農
業
、
漁
業
、
商
業
 

な
ど
の
自
営
業
の
人
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
 

ど
の
人
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
年
金
制
 

度
で
す
。
 

お
年
寄
り
に
な
っ
た
と
き
の
ほ
か
、
 

き
 
に
 

年
 

と
 
齢
 

齢
 

た
 
年
 
J
 
老
 

っ
 
は
 
す
・
が
 

な
 
人
 
ま
一
額
 

に
 
た
 
い
一
の
 

歳
 
れ
 
て
 

欄
 

65 

れ
 

の
 

が
 
生
 
さ
一
右
 

o 

人
 
に
 
縮
一
 

、 
す
 

た
 
前
 
短
一
は
 
ま
 

め
 
以
 
で
 

人
 
れ
 

納
 
日
 
ま
 

た
 
さ
 

を
 
ー
 
年
 

め
 
給
 

料
 
月
 
110 

納
 
支
 

険
 
4
 
ら
 

を
 
て
 

保
 
年
 
か
 
料
 
し
 

上
 
5
 
年
 
険
 
算
 

以
 
和
 
24 

加
 

年
 
昭
 
じ
 

加
 
に
 

25 

応
 

付
 
金
 

金
 

年
 

齢
 

老
 

民
 
上
 
日
 
ま
 

国
 
以
 
ー
 
年
 

と
 
年
 
月
 
10 

間
 
25 

4
 
ら
 

期
 
て
 
年
 
か
 

た
 
せ
 
5
 
年
 

し
 
わ
 
和
 
24 

入
 
あ
 
昭
 
じ
 

加
 
を
 
よ
 
応
 

に
 
間
 
き
 
に
 

ど
 
期
 
と
 
齢
 

な
 
た
 
た
 
年
 
J
 

合
 
め
 

っ
 
は
 
す
 

組
 
納
 
な
 
人
 
ま
 

済
 
を
 
に
 
た
 
い
 

共
 
料
 
歳
 
れ
 
て
 

や
 
険
 
65 

れ
 

金
 
険
 
が
 
生
 
さ
 

年
 
の
 
人
 
に
 
縮
 

生
 
金
 
る
 
前
 
短
 

厚
 
年
 
あ
 
以
 
で
 

金
 

年
 

算
齢
 

通
老
 

最近の1年以上保険料を納めている人が、重い 

障害年金 ケガゃ病気のため日常生活が十分にできない状 

態になったとき。 

最近の1年以上保険料を納めている妻が、夫を 

母子年金 亡くし、18歳未満（障害者の場合は20歳未満） 

の子と暮らしているとき。 

最近の1年以上保険料を納めている女の人が、 

準母子 夫ゃ息子を亡くし、18歳未満（障害者の場合は 

年金 20歳未満）の孫 弟妹と暮らしているとき。 

最近の1年以上保険料を納めている父や母が亡 

遺児年金 くなり、18歳未満の子（障害者の場合は20歳未 

満）がのこされたとき。 

」、、右ョAr 老齢年金を受ける資格のある夫が 年金を受け― 

ノJy市斗エセ ずに亡くなったときその妻に。 

I 死亡 3 年以上保険料を納めた人が年金を受けずに死I 

一時金 亡したとき遺族に。 I 

は
二
万
一
千
円
）
以
上
の
場
合
が
一
一
 

回
以
上
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
額
を
合
 

算
し
て
五
万
一
千
円
（
低
所
得
者
二
 

万
円
）
以
上
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
 

は
国
保
が
負
担
し
ま
す
。
 

国
年
間
高
額
療
養
費
該
当
が
 

四
回
以
上
の
場
合
 

一
年
間
に
、
同
一
世
帯
に
対
し
、
 

限
度
額
い
っ
ぱ
い
の
高
額
療
養
費
の
 

支
給
が
四
回
以
上
あ
っ
た
場
合
に
、
 

四
回
以
降
か
ら
は
、
自
己
負
担
額
が
 

三
万
円
（
低
所
得
者
は
二
万
一
千
円
）
 

を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
国
保
が
負
 

担
し
ま
す
。
 

不
測
の
事
故
や
病
気
で
障
害
者
に
な
っ
 

た
と
き
や
、
母
子
世
帯
に
な
っ
た
と
き
 

な
ど
、
長
い
人
生
の
節
々
に
別
表
の
よ
 

う
な
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
年
金
を
支
給
 

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
生
 

活
の
安
定
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
う
し
た
年
金
も
事
故
に
 

あ
っ
て
か
ら
加
入
し
た
り
、
保
険
料
を
 

納
め
て
も
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
 

将
来
の
生
活
安
定
の
た
め
に
、
国
民
 

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
は
キ
チ
ン
と
 

納
め
ま
し
ょ
う
。
 

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

あ
を
た
を
年
金
が
守
り
ま
す
。
 

あ

り

が

と

う

こ

ざ

い

ま

し

た

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
日
野
喜
美
男
（
松
本
）
二
十
二
型
カ
 

ラ
ー
テ
レ
ビ
〇
三
区
青
年
団
、
ス
イ
カ
 

5
個
〇
四
区
青
年
団
、
金
一
封
〇
有
吉
 

畳
店
（
赤
池
）
金
一
封
〇
徳
川
喜
文
（
 

小
藤
団
地
）
金
一
封
〇
日
本
専
売
公
社
 

エンゼルクイズ 

【第101回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題】 

自由・秘密投票の原則 

民主政治は個人のロロを尊重することをた 

てまえとしています。したがって、選挙にと 

って一番大切なことは、すべての選挙人が、 

自分自身のロ断で最も信頼のおける人と思う 

人に自由に投票することです。そのためには 

だれに投票したかをだれにも知られることの 

ないように、また、そのことでだれからも責 

められることのないことが必要です。このこ 

とは、憲法あるいは、公職選挙法でロロの秘 

密保持の原則を保証しています。 

【応募の要領】 

ロの中に文字を入れ、10月15日までに赤池 

町役場総務課ェンゼルクイズ係へお送りくだ 

さい。抽せんで正解者3人に図書券を贈りま 

す。 

【第100回の解答】 

投票 

【正解者】 

応募総数5 通のうち正解1通。ひまわり団 

地の中西京子さんに図書券を贈ります。 

挙
 

選
 

8月末日住民登録 9 

（前月比） 
口 9,931( +17) 

男 4.726( +10) 
女 5.205( +10) 
帯 3.269( +1 ) 

×
 

「
行
政
相
談
」
を
 

こ
存
じ
で
す
か
 

十
月
十
四
日
か
ら
十
月
ニ
十
日
 

ま
で
の
一
週
間
は
行
政
相
談
週
間
 

で
す
。
 

総
務
庁
の
行
政
相
談
は
、
国
の
 

仕
事
を
は
じ
め
、
公
社
・
公
団
・
 

事
業
団
な
ど
の
仕
事
や
県
や
町
が
 

国
か
ら
任
か
さ
れ
た
り
、
補
助
金
 

を
受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
 

い
て
、
わ
か
ら
な
い
、
こ
う
し
て
 

ほ
し
い
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
 

こ
れ
で
は
困
る
、
な
ど
の
と
き
に
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

も
ち
ろ
ん
無
料
で
秘
密
は
守
ら
 

れ
ま
す
。
 

赤
池
町
の
行
政
相
談
員
は
本
町
 

の
岡
田
宗
治
さ
ん
で
す
。
 

〔

，

 

ン
 

嘱 
岡田 宗治さん 

（本 町） 

容 2595 

巡

回

行

政

相

談

が

 

行

わ

れ

ま

す

 

①
 10 

月
 16 

日
（
 10 

時
か
ら
 15
 

時） 

中
尾
生
活
館
 

②
 10 

月
 17
 

日
（
 10 

時
か
ら
 15
 

時） 

福
祉
セ
ン
タ
ー
 

相
談
に
対
す
る
お
問
い
合
せ
は
 

役
場
総
務
課
庶
務
係
か
、
九
州
管
 

区
行
政
監
察
局
へ
 

/
 

ノ × 

田
川
営
業
所
、
タ
バ
コ
ほ
個
、
同
婦
人
 

部
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
 46
 

個
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
寄
附
】
 

会
津
社
中
春
の
会
廿
一
万
 

円
、
宇
野
初
代
1

一
万
円
、
匿
名
廿
五
 

万
円
、
有
吉
正
慶
廿
カ
ラ
オ
ケ
テ
ー
プ
 

50 

巻
 

【
古
切
手
】
 

佐
竹
真
由
美
廿
気
枚
 

【
初
盆
返
し
】
 

岡
田
宗
治
（
本
町
）
 

【
香
典
返
し
】
 

金 金 金金金金金金金金 

封 封 封 封 封 封 封 封 封 封 

井
上
 
弘
 

（
県
営
伏
原
）
 

坂
梨
ハ
ッ
メ
（
中
町
団
地
）
 

村
上
 
孝
子
（
県
営
伏
原
）
 

大
森
 
正
彦
（
伏
原
一
）
 

田
中
 
三
豊
（
猿
畑
）
 

藤
井
 
真
砂
（
西
組
）
 

池
田
 

猛
 

（
春
日
）
 

大
久
保
美
智
子
（
山
崎
）
 

早
谷
 

イ
ソ
子
（
市
場
）
 

杉
田
 
守
 

（
徳
人
原
）
 

【
福
祉
バ
ス
購
入
資
金
】
 

企
業
連
絡
 

協
議
会
廿
 10 

万
円
 

1o月福稽‘セン無奮o .祥事三

ム
口
 

舞
 

oー
 

に
0

い
日
 

時まで 

由
す
さ
談
 
ら
3
 

自
ま
だ
相
日
か
後
 

へ
し
く
と
 27 

時

午

 

ー
者
供
用
こ
、
 10 

鵬
購
醍
削
慨
鶏
 

口
 

日
日
ー
奴
ポ
 

10 

29 

日
祝
 

時から 

、
、
行
び
 

ー
 

11 

日
日
運
よ
日
会
因
前
 

1
7
 21 

ス
お
毎
演
日
午
 

日
、
、
バ
日
く
講
 16 

館
日
日
祉
館
除
教
月
 

休
ー
 15 

福
休
を
仏
 10 

赤い羽根共同募金 10月1 日 ～12 月31日 1
 

か
 



け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

第261 号 

保
健
婦
・
看
護
婦
な
ど
 

の
資
格
を
お
持
ち
の
方
 

看
護
婦
等
の
充
足
対
策
の
一
環
と
し
 

て
、
家
庭
に
お
ら
れ
る
保
健
婦
、
助
産
 

婦
、
看
護
婦
、
准
看
護
婦
の
資
格
を
お
 

持
ち
の
方
を
対
象
に
し
た
、
再
教
育
の
 

た
め
の
講
習
会
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
 

ま
す
。
 

▽
場
所
 

飯
塚
病
院
 

▽
講
習
期
間
 

11 

月
5

日
か
ら
9

日
 

▽
申
込
み
期
限
 

10 

月
 25
 

日
ま
で
 

な
お
、
福
岡
県
看
護
協
会
で
は
、
県
 

の
委
託
で
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業
を
行
う
 

と
と
も
に
、
無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設
 

し
て
就
業
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
資
 

格
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
登
録
さ
 

れ
る
よ
う
お
推
め
し
ま
す
。
 

※
問
い
合
せ
先
、
保
健
所
ま
た
は
福
岡
 

県
看
護
協
会
へ
（
。
0
9
2
1
7
1
4
 

1
5
2
0
3

) 

赤
池
役
場
前
パ
ス
停
 

が
移
動
し
ま
す
 

十
月
下
旬
か
ら
来
年
三
月
三
十
一
日
 

ま
で
の
工
期
で
、
赤
池
第
一
排
水
樋
管
 

の
改
築
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
に
件
い
、
役
場
前
か
ら
直
方
方
 

向
へ
二
百
メ
ー
ト
ル
程
度
の
県
道
バ
ス
 

路
線
が
通
行
止
め
に
な
り
、
河
川
敷
に
 

付
替
道
路
が
で
き
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
西
鉄
バ
ス
 
「
赤
池
役
場
」
 

バ
ス
停
も
工
事
期
間
中
は
こ
の
付
替
道
 

路
に
移
り
ま
す
。
 

な
お
、
工
事
に
入
る
時
期
に
つ
い
て
 

は
、
建
設
省
、
通
産
省
な
ど
で
協
議
が
 

行
わ
れ
て
お
り
、
多
少
遅
れ
る
こ
と
も
 

予
想
さ
れ
て
ま
す
。
 

一
 

一
 

一
 

」
 

上
野
橋
 

池
派
出
所
 

穎
田
→
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
 

昭
和
五
十
九
年
度
の
危
険
物
取
扱
者
 

試
験
お
よ
び
準
備
講
習
会
が
次
の
と
お
 

り
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
試
験
日
 

11 

月
 11 

日
 

▽
試
験
種
類
 

乙
種
（
四
、
五
、
六
類
）
 

お
よ
び
甲
種
、
丙
種
 

▽
試
験
会
場
 
直
方
市
立
第
二
中
学
校
 

〇
北
九
州
大
学
〇
福
岡
大
学
な
ど
 

▽
準
備
講
習
会
 

10 

月
 21
 

日
 

田
川
青
 

少
年
文
化
ホ
ー
ル
で
 

▽
申
し
込
み
、
間
い
合
せ
 

田
川
地
区
消
防
本
部
消
防
課
 

。
0
9
4
7
4
1
4
1
0
6
5
0
 

身
体
障
害
者
の
み
な
さ
ん
の
 

集
団
見
合
が
行
わ
れ
ま
す
 

次
の
と
お
り
「
申
込
者
の
つ
ど
い
」
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

身
体
障
害
者
の
方
で
結
婚
を
希
望
さ
 

れ
る
方
は
、
至
急
お
申
し
込
み
く
だ
さ
 

い
。
 

▽
申
し
込
み
者
の
つ
ど
い
 

〇
日
時
 
11 

月
 11 

日
 

10 

時
半
か
ら
 

〇
場
所
 
福
岡
市
中
央
区
六
本
松
一
 

丁
目
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

〇
申
し
込
み
締
切
り
 

11 

月
2

日
 

狂犬病予防注射の日程 

実施日 場 所 時 間 

10月9 日 

(k) 

老人ホーム天郷荘 9 : 30へ-10 : 45 

大浦共同作業所前 ii: OO-12 : 00 

四区公民館 13 : OO-14 : 00 

三区公民館 14 : 15---15 : 30 

10月11日 

(*) 

草場集会所 9 : 30--10 : 30 

八区（市場集会所） 10 : 45 -12 : 00 

高尾（船津店前） 13 : 00-14 : 00 

ショ ッピングセンタ一 
「あかいけ」 前 14 : 15-15 : 30 

10月12日 

（金） 

赤池駅前公園 10 : 00--12 : 00 

赤池町役場 13:00----15 :00 

※生後3 カ月以上の犬は、すべて注射・登録をしなければ 

なりません。（春季に登録をした犬は、注射のみJ 

⑨登録手数料 2,100円 

⑥注射手数料 1 ,260円 

※愛犬手帳をお忘れなく  p 

胸部レン トゲン検診の日程 

日
 

8
、I 

月
 (n
 0

 老人ホーム 10 : oO---is : 00 

10月16日 
(k) 田川農協赤池支所 10 : 00-15 : 00 

10月17日 

（水） 

大浦共同作業所前 10 : 00-12 : 00 

三区公民館 13 : 00-15 : 00 

10月22日 

（月） 

草場集会所 10 : 00-12 : 00 

市場集会所 13 : 00--15 : 00 

10月26日 

（金） 

町営伏原団地集会所 10 : 00-12 : 00 

高尾集会所 13 : 00-15 : 00 

料金は無料です。 お気軽に検診を 

〇
申
し
込
み
先
 
赤
池
町
身
体
障
害
 

者
相
談
員
、
岩
城
辰
美
さ
ん
（
中
 

町
か
四
九
七
七
）
へ
 

▽
新
規
申
込
み
手
続
 

〇
住
民
票
、
印
か
ん
、
写
真
を
添
え
 

相
談
準
備
の
申
込
書
で
申
し
込
ん
 

で
く
だ
さ
い
。
 

〇
申
し
込
み
先
 
福
岡
県
社
会
福
祉
 

セ
ン
タ
ー
内
、
福
岡
県
身
体
障
害
 

者
結
婚
相
談
所
へ
 

（
か
0
9
2
1
7
5
1
1
3
2
3
9

) 

交
通
事
故
の
相
談
 

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
 

次
の
よ
う
に
無
料
交
通
事
故
相
談
を
行
 

っ
て
い
ま
す
。
専
門
の
相
談
員
が
相
談
 

に
応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
で
も
受
け
付
 

け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▽
相
談
時
間
 
平
日
廿
午
前
9
時
半
か
 

ら
午
後
4
時
 40 

分
ま
で
、
土
曜
日
は
 

正
午
ま
で
（
第
二
土
曜
は
休
み
）
 

▽
弁
護
士
相
談
日
 
毎
週
金
曜
日
午
後
 

1
時
か
ら
4
時
ま
で
 

▽
場
所
 
北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町
 

九
の
一
 

明
治
生
命
小
倉
ビ
ル
8
F
 

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
 

ー
か
0
9
3
1
5
4
1
1
1
5
3
1
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
件
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
届
け
出
 

て
く
だ
さ
い
。
 

▽
所
在
地
 
長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
 

高
田
郷
字
池
ノ
迫
六
〇
九
番
地
 

▽
届
出
先
 
長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
 

長
与
町
役
場
総
務
局
へ
 
課
 

▽
届
出
期
限
 

11 

月
 10 

日
 

大切にしていますか あなたの目．'10月10日は「目の愛護デー」 


